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電子処方箋実証事業におけるFHIRの活用
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✓ FHIRについて 

✓ 電子処方箋について 

✓ 電子処方箋実証事業の背景と概略 

✓ 電子処方箋管理システムの概要 

✓ FHIRリソースのマッピング 

✓ FHIRを使用した所感 

✓ 電子処方箋の実運用に向けての課題
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FHIRについて
About FHIR
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電子処方箋について
About e-prescription



電子処方箋とは

電子処方箋とは？ 
　紙に印刷された処方箋ではなく、医療機関と調剤薬局が電子データを用いて 

　処方内容をやりとりする仕組み



紙処方箋と電子処方箋

紙処方箋

HOSPITAL / CLINIC PHARMACY



紙処方箋と電子処方箋

HOSPITAL / CLINIC PHARMACY

電子処方箋



オンライン診療における電子処方箋のニーズ

HOSPITAL / CLINIC

HOME

PHARMACY

紙処方箋

オンライン診療
×



オンライン診療における電子処方箋のニーズ

HOSPITAL / CLINIC

HOME

PHARMACY

紙処方箋

オンライン診療
×

診察を受けてから処方箋・薬を受け取るまでのタイムラグが生じる！

Time lag



オンライン診療における電子処方箋のニーズ

HOSPITAL / CLINIC

HOME

PHARMACY

電子処方箋

オンライン診療
×

オンライン診療 × オンライン服薬指導 × 電子処方箋 = 一気通貫のオンライン診療の実現



電子処方箋実証事業の背景と概略
Background and outline of e-prescription demonstration project



電子処方箋の歩み

2016.03  厚生労働省より「電子処方箋の運用ガイドライン」公開

2017.05  JAHIS 電子処方箋実装ガイド Ver.1.0 公開

2017.11
 厚生労働省 電子処方せんの運用における「電子処方箋標準フォーマット」 
 改定支援一式 調達

2018.07
 電子処方箋の運用ガイドライン 一部改定 
 （”電子処方箋CDA記述仕様”の正式採用）

2018.10  JAHIS 電子処方箋実装ガイド Ver.1.1 公開

2018.10  厚生労働省 電子処方箋の本格運用に向けた実証事業一式 調達



電子処方箋の運用ガイドライン



電子処方箋引換証



電子処方箋引換証



JAHIS電子処方箋実装ガイド



電子処方箋の本格運用に向けた実証事業



電子処方箋の本格運用に向けた実証事業

2.4.2 電子処方箋の運用の仕組みの検討・実証・考察 
　（1）電子処方箋の事前調査と実証案の策定 

①ガイドラインにおける現行のフローの整理 
②ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理 
③阻害要因を解消するための新たな運用フロー(案)についての整理 
④新たな運用フロー(案)を実現するための実証事業の計画策定 

　（2）実証事業 
　（3）結果考察・課題整理 

①結果考察 
②課題整理 

　（4）普及案の提示、およびガイドライン改定案の策定 
①普及案の提示 
②ガイドライン改定案の策定

※ 厚生労働省「電子処方箋の本格運用に向けた実証事業一式」入札仕様書より転載



電子処方箋の本格運用に向けた実証事業

※ 厚生労働省HP「入札公告（電子処方箋の本格運用に向けた実証事業一式）」より転載



電子処方箋の本格運用に向けた実証事業



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理

なぜ電子処方箋は普及していないのか？



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理

※ JAHIS電子処方箋実装ガイドver.1.1　図 5-1 電子処方箋を利用した医療機関におけるワークフロー①（抜粋）

物理ファイル

印刷物



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理

ない
69%

ある
31%

現在までに電子処方箋の必要性を感じたことがあるか

※港区医師会 会員向けアンケート

N = 29



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理

✓ 患者の居宅等で処方箋を交付する際に印刷が不要になるため（4/9） 

✓ オンライン診療の患者へ処方箋を交付する際に郵送等が不要になるため（4/9） 

✓ 紙での交付によるコスト削減のため（5/9） 

✓ 紙での交付に伴う記名押印等の業務効率化のため（3/9） 

✓ 処方内容の電子的な管理のため（1/9） 

✓ その他（0/9）

「電子処方箋の必要性を感じたことがある」と回答した理由

n = 9



ガイドラインにおける、普及に対しての阻害要因の整理

要因1：ガイドラインに基づく運用の煩雑さ 
✓紙の処方箋と比較して業務が効率化されることはない 

✓追加業務が必要となり、煩雑になることが予想される 

✓オンライン診療においても、電子処方箋引換証を郵送する業務は残る 

要因2：電子処方箋に対する限定的なニーズ 
✓在宅医療、オンライン診療 

✓それ以外の明確なニーズが認められない 

要因3：費用負担の追加発生 
✓具体的な費用感が不明である 



阻害要因を解消するための新たな運用フロー(案)についての整理

病院情報システム

処方箋CDA

電子署名

タイムスタンプ

アップローダー

電子処方箋サーバー

病院情報システム

電子処方箋サーバー

どうすればシンプルになるか？　極端に考えると…



阻害要因を解消するための新たな運用フロー(案)についての整理

✓物理ファイルを介さない「Cloud to Cloud」のシンプルな運用フロー 

✓上記を実現するための、医療情報標準規格の採用



阻害要因を解消するための新たな運用フロー(案)についての整理



電子処方箋管理システムの概要
Overview of e-prescription management system



実証事業で開発した評価システム



実証事業で開発した評価システム





1 2

3 4



電子処方箋アクセスコード・薬局での利用風景

bdd0f1b54c38463975553b0580af1b49c3d38e38e68061f17622b5125b56e738



FHIRリソースのマッピング
FHIR resource mapping



FHIRリソース



FHIRリソース

患者



Patient



Patient

name : 患者に関連付けられた名前



Patient.name



FHIRリソースマッピング

Element Description Example

name 患者氏名

use 名前の使用目的 “official”

text フルネーム 児玉　義憲

family 姓 児玉

given 名 義憲

prefix 敬称（Mr. Ms. Miss Dr. など） N/A

suffix 称号（Sr. Jr. 1世 2世 3世 など） N/A

period 名前の有効期間 N/A



FHIRリソースマッピング



実証事業で使用したリソース

Patient 患者

Practitioner 施術者（処方医／薬剤師）

PractitionerRole 施術者役割

Organization 組織（医療機関／調剤薬局）

MedicationRequest 投薬要求

MedicationDispense 調剤実施

Coverage 保険



評価システムのデータフロー

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINIC



評価システムのデータフロー：医療機関による処方箋データ登録

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINIC

POST

POST

POST



評価システムのデータフロー：医療機関による処方箋データ登録

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

HOSPITAL / CLINIC

ロキソニン錠60mg … 3錠 
1日3回 朝昼夕食後　14日分

○○病院医師 太郎

患者一郎社保／組合

PHARMACY

リソースの参照



評価システムのデータフロー：調剤薬局による処方箋データ参照

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINIC

GET



評価システムのデータフロー：調剤薬局による調剤実施データ登録

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINIC

PUT

POST

completed



評価システムのデータフロー

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

Transaction Data

Master Data



連携先が追加される場合（ex. 臨床検査センターとの連携）

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINICLABORATORY

Specimen Observation

検体検査結果



連携先が追加される場合（ex. 臨床検査センターとの連携）

FHIR REPOSITORY

Patient

Practitioner Organization

MedicationRequest

MedicationDispense

Coverage

PHARMACY

HOSPITAL / CLINICLABORATORY

Specimen Observation

検体検査結果

GET



メッセージングとして使用する場合

FHIR REPOSITORY

HOSPITAL / CLINIC

Patient 
Practitioner 
Organization 
MedicationRequest 
MedicationRequest 
MedicationRequest 
Coverage

Bundle

POST



FHIRを使用した所感
Impressions using FHIR



FHIRの変遷



FHIRを使用した所感

頻繁なアップデートに追従する「覚悟」を決める 
✓ 今回は実証実験向けの評価システムだったが… 
✓ STU3 → R4（normative）になり、今後はアップデートも落ち着くか？ 

Webサービス開発者は、特別な知識を習得する必要がない 
✓ REST API 
✓ JSON / XML 
✓ OAuth2 

インターネット企業には馴染み深い「オープンソースソフトウェア」文化 
✓ HAPI-FHIR 



HL7v2 と FHIR

既に稼働しているHL7v2インターフェイスを無理してFHIRに置き換える必要はない

HIS RIS

HL7v2 - OMG

HL7v2 - ORU

HIS LIS

HL7v2 - OML

HL7v2 - OUL

Radiology

Laboratory



HL7v2 と FHIR

1対1のシステム連携　　　　　　HL7v2 

N対Nのシステム連携　　　　　  FHIR



電子処方箋の実運用に向けての課題
Challenges for implementing e-prescription



厚生労働省：電子処方箋の普及推進のための工程表

※厚生労働省：電子処方箋の普及推進のための工程表より転載



FHIRリソースマッピングの課題

容易にマッピング可能な情報 
✓ 患者情報（氏名 / 生年月日 / 性別 / 住所 / 電話番号） 
✓ 医薬品情報（医薬品コード / 医薬品名称 / 用量 / 単位） 
✓ 処方医・医療機関情報（処方医氏名 / 診療科） 

アドホックなマッピングを行なった情報 
✓ 保険情報（法別番号 / 保険者番号 / 記号 / 番号 / 本人・家族） 
✓ 詳細な調剤指示（一包化指示 / 粉砕指示 / 不均等投与 / 隔日投与） 
✓ コメント 

Extensions 
✓ 実証事業では「MedicationRequest」に「Coverage」の参照を追加 
✓ R4で標準対応済



標準マスターの課題

医薬品マスター 
✓ HOTコード 
✓ YJコード 
✓ レセプト電算コード 

　　　→ 多くの医療情報システムが上記の何れかには対応可能 

用法マスター 
✓ JAMI標準用法マスター 

　　　→ 今後の普及が期待される



既知の課題（JAHIS実装ガイドより）

※ JAHIS電子処方箋実装ガイドver.1.1　「8.今後の課題」より転載



まとめ

✓ FHIRインターフェイスを活用することにより「Cloud to Cloud」のシンプルな運
用フローを実現することができた 

✓ FHIRリソースに対するマッピングの一貫性を保ち、Extensions(拡張)を適切に利
用するためには、実装者の指標となるガイドラインの策定が必要である 

✓ 電子処方箋に限らず、インターネットテクノロジーを利用して、医療情報の共有・
利活用を促進するためには、FHIRの活用方法を一考する価値がある



医療ヘルスケア分野の課題を解決する

ご清聴ありがとうございました


